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境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内
線
3

6
5
）。

怯
　
月
は
水
質
浄
化
推
進
運
動
月
間

10
　
印
旛
沼
・
手
賀
沼
は
、
飲
料
水
、

農
業
用
水
、
工
業
水
の
水
源
と
し
て
、

ま
た
、
水
産
漁
場
や
県
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
貴
重
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
周
辺
で
の
都
市

化
な
ど
に
伴
い
、
水
質
が
汚
濁
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
水
上
の
問
題
も
生
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
印
西
市
を
含
む
関
係
市

町
、
県
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
水
質

浄
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
】

①
流
し
で
は
、
ろ
紙
袋
な
ど
を
使
用

し
、
調
理
く
ず
を
流
さ
な
い
。

②
油
は
で
き
る
限
り
使
い
き
り
、
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
食
器
、
鍋
な
ど
の
油
は
布
で
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。

④
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
に
ま
い
た

り
、
無
洗
米
を
使
っ
た
り
、
極
力
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
洗
車
は
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
、
洗
剤

は
控
え
め
に
す
る
。

⑥
石
け
ん
・
洗
剤
は
適
正
量
を
使
用

す
る
。

⑦
沈
殿
槽
の
設
置
、
側
溝
の
清
掃
を

心
掛
け
る
。

⑧
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
、
窒
素
ま
た
は
リ
ン
除

去
能
力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
心
掛
け
る
。

ま
た
、
浄
化
槽
は
適
正
に
管
理
す
る
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
。

　
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
た
、
主

な
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
左
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

各
施
策
や
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
6
）。

　千葉県防犯協会から印西市防犯組
合へ、去る9月14日、青色回転灯
付き防犯パトロール車（通称「青パ
ト」）が贈呈されました。
　今後の犯罪抑止効果が期待されま
す。
■問 市民安全課市民安全班（緯内線
714）。

　
市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
印
西
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
を
平
成
　
年
3
月
に
策
定
し
ま

22

し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、　
の
基
本
施
策

12

を
定
め
、
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
個
別
施
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
施
策
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
　
年
度
の
個

22

別
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者

や
子
育
て
に
か
か
わ
る
各
種
団
体
の

代
表
な
ど
外
部
の
み
な
さ
ん
で
構
成

さ
れ
る
印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
個
別
施

策
の
内
容
を
協
議
・
検
討
し
ま
し
た
。

胸印西市次世代育成支援行動計画に係る平成22年度の主な施策の実施状況胸

平成23年度目標平成22年度実施内容施策の取り組み内容個別
施策名

　保育士の確保および私立保育
園との連携を図り、待機児童ゼ
ロを目指す。

　定員の弾力化などにより待機
児童ゼロに努めたが、１１月以降
に０歳児、１歳児、２歳児に待
機児童が発生した。

　千葉ニュータウン中央駅周辺
および印西牧の原周辺の開発に
伴い人口の増加が見込まれるた
め、今後とも定員の弾力化など
で対応するとともに、保育園の
実施個所数などを見直し、待機
児童ゼロに努めていきます。

通
常
保
育

　県補助基準の所得制限導入に
よる変更が平成２０年１２月に行
われたが、小学校3年生までの
子どもに対し引き続きすべて対
象者として実施継続。
　県へ対象者拡大へ要望を行う。

　千葉県の制度改正により子ど
も医療費助成へ名称変更および
対象者を小学3年生まで拡大。
　医療費の（全部または一部）
を助成することにより、子ども
の保健対策の充実、保護者の経
済的負担軽減の一助となった。
台 帳 登 録 状 況　8,505人
（97.03％）。

　子どもの保健対策の充実およ
び保護者の経済的負担の軽減を
図るため、子どもの医療に要す
る費用を負担する保護者に、当
該費用の全部または一部を助成
していきます（対象０歳～小学
校３年生）。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　引き続き、事業の周知を推進
し、対象者の生活支援を行う。

　産褥（さんじょく）期ママヘ
ルプサービス事業から子育てヘ
ルプサービス事業に移行し、産
前産後の期間の延長、小学生以
下の児童を育児する家庭にも対
象者を広げた。
　育児・家事などを必要とする
世帯にホームヘルパーを派遣す
ることにより、精神的肉体的負
担を軽減し、生活支援の一助と
なった。
利用人数２０人。
利用回数１４０回。

　一時的に家事、育児等の支援
が必要な家庭に対し、ホームヘ
ルパーを派遣することにより、
保護者と児童の生活の安定を図
り、ゆとりある子育てを支援し
ます。　

子
育
て
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　地域の子育て家庭に対する子
育て支援事業を実施し、子育て
支援の充実を図る。
　地域子育て支援事業（セン
ター型５カ所）（ひろば型７カ
所）・かんがるー広場（銀の鈴保
育園内）を実施。

　子育てに関する講習の実施、
相談、情報の提供、助言を行っ
た。
　地域子育て支援事業（セン
ター型５カ所）・中央駅前子育て
支援センター・小林子育て支援
センター・西の原保育園こあら・
滝野子育て支援センター・山ゆ
り保育園子育て支援センター
（ひろば型６カ所）・こぎつねコ
ンタの広場・わくわくぽかぽか
広場・そうふけつどいの広場・
しおん広場（しおんワールド
内）・みんなのおへや（原山保育
園内）・マメタのぽんぽこ広場。

　地域の子育て支援機能の充実
を図るため、乳幼児およびその
保護者が相互の交流を行う場所
を中学校区に開設し、子育てに
関する講習の実施、相談、情報
の提供、助言を行います。
　また、より重点的な支援が必
要と判断された子育て家庭に対
して、関係機関との連携・協力に
より当該家庭へ訪問し、子育て
の不安等を緩和し、子どもの健
やかな育ちを促進していきます
（センター型事業、ひろば型事
業）。近郊公園や公共施設に出
向いて親子交流活動も行ってい
きます（センター型事業）。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

 印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　
　
　
　
　
―
 後
期
計
画
 ―
の
実
施
状
況
な
ど
を
発
表

　
 平
成
　
年
度
に
お
け
る
「
子
ど
も

23

手
当
」
の
支
給
な
ど
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
よ
り
、
平
成
　
年
　
月
か

23

10

ら
平
成
　
年
3
月
ま
で
の
子
ど
も
手

24

当
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
中
に
、
0
歳
か
ら
中
学
3
年

10
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
、

案
内
文
や
認
定
申
請
書
な
ど
を
普
通

郵
便
で
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
改
正
さ
れ
た
「
子
ど
も
手
当
」
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、『
広
報

い
ん
ざ
い
』　
月
　
日
号
に
掲
載
し

10

15

ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
は
職
場
で
の
支
給

に
な
る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

 子
ど
も
手
当
が
　
月
か
ら
改
正
に

10

医療機関を選ぶポイント
シリーズ・心の道標瑛

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　精神的な病気が疑われるとき、「専
門医療機関＝精神科」への受診をこの
コラムで紹介してきました。
　あらためて、精神的な病気を取り扱
う医療機関を整理しましょう。
　まず、精神的な疾患を取り扱うのは
「精神科」です。大学病院や総合病院で
は、「精神神経科」「メンタルヘルス科」
としているようです。ここで、扱う疾
患は、統合失調症やうつ病、神経症な
どが主になります。
　次に「心療内科」ですが、本来は心
理的なストレスによって体調に影響を
及ぼす「心身症」専門の医療機関です。
ぜんそくや胃潰瘍（かいよう）の治療
をしてもなかなか改善されず長引いて

いる場合は、「心療内科」を尋ねてみま
しょう。
　また「神経内科」では、神経などの
病気を取り扱うため、最近では、高齢
者に多い「アルツハイマー病」を疑う
時に、受診するケースが多いです。
　さらに「脳神経外科」では、脳の器
質的な病気を取り扱うため、「脳血管
疾患に伴う疾病」のため受診すること
がほとんどです。「てんかん」の場合は、
「脳波」検査で診断することが多いため、
設備のある医療機関で治療するとよい
でしょう。
※精神疾患による継続した治療が必要
な場合は、「自立支援医療（精神通院）」
の対象になります。

　市では、社会福祉課障害福祉班の保健師・精神保健福
祉士が精神的な悩みに関する相談に応じます。

印西市防犯組合へ
青色回転灯付き

防犯パトロール車を贈呈

怯
　
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日

10
　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
ト

イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
排
水
を
き

れ
い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
た
め
の

設
備
で
す
。
こ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
、
専
門
業
者
に
よ

る
適
正
な
設
置
工
事
と
保
守
点
検
・

清
掃
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
が
適
正
に
施
工
・

管
理
さ
れ
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
指
定
機
関
に

よ
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
周
り
の
大
切
な
環

境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
の
正
し
い

使
用
と
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■問 
花
千
葉
県
浄
化
槽
協
会
（
緯
0
4

3
―
2
4
6
―
2
3
5
5
）、
市
環

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
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 み
ん
な
で
守
ろ
う
 大
切
ななななななななななななななななななななななななななななななな
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
資
源

　毎年、赤い羽根共同募金運動に御支
援、御協力をいただきありがとうござ
います。
　共同募金は、スタートから今日まで
「寄付する人も寄付を募る人もボラン
ティア」として、住民一人ひとりの参
加によって成り立ってきました。
　今日まで集められた寄付金は、時代
ごとの福祉ニーズに合わせて、福祉施
設や福祉団体、社会福祉協議会などが
行うさまざまな活動を支援するために
活用されてきました。
　印西市支会では、今年も町内会や自
治会などを通じての戸別募金、市内各
駅頭などでの街頭募金を実施しますの
で、みなさんの温かいご協力をよろし
くお願いいたします。
■問 千葉県共同募金会印西市支会（社会
福祉協議会内・緯碓42 0294）。

じぶんの町を良くするしくじぶんの町を良くするしくみみ
～赤い羽根共同募金運動にご協力を～赤い羽根共同募金運動にご協力を～～


